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令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託入札について

教育委員会事務局 学校支援・地域連携課

１ 競争入札に付する事項

別段設計図書のとおり

２ 設計図書(仕様書)等に関する質問 

(1) 方法

入札参加者は、設計図書（仕様書）等に質問があり、回答を求める場合には、令和３年３月

10 日（水）午後１時（必着）までに、別紙「質問書」様式を学校支援・地域連携課に提出して

ください。提出方法は、Ｅメールによることとします。 

(2) 質問書の提出先

横浜市教育委員会事務局 学校支援・地域連携課

Ｅメール：ky-gakkoushien@city.yokohama.jp

(3) 回答

令和３年３月 17 日（水）午後 4 時までにホームページ上に掲載します。それ以外の方法によ

る回答は行いません。 

(4) その他

入札後、当該設計図書等について不知又は不明を理由として異議を申し立てることはできま

せん。 

３ 入札方法

(1) 入札及び開札の日時・場所

発注情報詳細のとおり

(2) 入札日当日に「公募型指名競争入札指名通知書」の提示がない場合は、入札に参加できませ

ん。必ず持参してください。なお、「公募型指名競争入札指名通知書」は再交付できませんので、

取扱いに注意してください。 

(3) 入札方法は、入札参加者が別紙「入札(見積)書」様式を入札時に直接投函して行います。

(4) 一回目の入札で落札しない場合、その場で二回目の入札を行いますので、「入札(見積)書」は

二枚用意してください。 

(5) 地方自治法施行令第 167 条の２第 1項第 8 号の規定により、二回目の入札で落札者がないとき

には、最低価格を提示した業者と交渉を行い、予定価格内で合意した場合に随意契約を行うこと

にします。
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発注情報詳細（物品・委託等） 

入札方法 入札書の持参による公募型指名競争入札

件名 令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託 

納入／履行場所 横浜市立子安小学校プール

納入／履行期間等 契約締結日から令和３年９月24日まで 

入 
札 
参 
加 
資 
格

種目 その他の委託等

所在地区分 市内、準市内

企業規模区分 中小企業、大企業、その他

その他

①横浜市契約規則（昭和39年３月横浜市規則第59号）第３条第１項に掲げる者
でないこと及び同条第２項の規定により定めた資格を有する者であること。

②令和元・２年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（物品・委託等関係）にお
いて所在地区分が「市内」又は「準市内」であり、登録種目の順位２位まで
に「その他の委託等」で「プール」を含む業務、かつ営業許・認可に「警備
業認定」を登録している者であること。

③入札参加意向申出締切から入札日までの間のいずれかの日において、横浜市
指名停止等措置要綱に基づく指名停止措置を受けていない者であること。

④当該業務もしくはこれと同種の業務の実績を有するものであること。
⑤過去３か年でプールの監視業務において、受託者の責に帰すべき事由により

、重篤な人身事故を起こしていない者であること。

提出書類

①公募型指名競争入札参加意向申出書
②委託業務経歴書
③誓約書
④警備業の認定書及び警備員指導教育責任者資格者証の写し

設計図書 ３～19ページ参照 

入札参加申込締切日時 令和３年３月23日 午後４時00分（郵送または持参による）

指名・非指名通知日 令和３年３月26日 （普通郵便により発送）

質疑締切日時 
令和３年３月10日 

午後１時00分 
回答期限日時

令和３年３月17日 

午後４時00分
（回答内容はホームページに掲載） 

入札及び開札日時 令和３年４月２日 午後１時30分

入札及び開札場所 横浜市中区本町６丁目50番地の10 横浜市役所９階 共用会議室09－N12

支払い条件 前金払 しない 部分払 する

注意事項
この契約は、令和３年度横浜市各会計予算が令和３年３月31日までに横浜
市議会において可決されることを停止条件とする案件です。

発注担当課

教育委員会事務局学校支援・地域連携課 電話：045-671-3278 

E-mail: ky-gakkoushien@city.yokohama.jp

ホームページ：横浜市教育委員会事務局（委託）入札情報のページ

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/kakukukyoku/2021/

itaku/kyoiku/

契約事務担当課 教育委員会事務局学校支援・地域連携課 電話：045-671-3278
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令和３年度 一般　会計 歳出　　第15款６項１目12節 (1) 委託料（費用）

種　目　番　号 委託担当　教育委員会事務局学校支援・地域連携課

ふ り が な さいとう

－ 担当者名 齋藤

電　　話 671-3278

　１ 委　　託　　名

　２ 履　行　場　所 横浜市立子安小学校プール

　３ 履　行　期　間

　　 又　は　期　限

　４ 契　約　区　分 ■ 確定契約 □ 概算契約

　５ その他特約事項

　６ 現　場　説　明 ■ 不要

□ 要 （　　月　　日　　時　　分　 場所 ）

　７ 委　託　概　要

□期限　　令和  　年　　月　　日　まで

別添仕様書のとおり

令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託

受付

番号

設 計 書

連絡先

■期間　　契約締結日から令和３年９月24日まで
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８　部分払

　　■ す　る（２回以内）

　　□ しない

　　　　　　　　　　　　　　　部　分　払　い　の　基　準

※単価及び金額は消費税及び地方消費税相当額を含まない金額

※概算数量の場合は、数量及び金額を（　）で囲む

委 託 代 金 額 ￥

内　訳 業　務　価　格 ￥

消費税及び地方消費税相当額 ￥

金　　　額

プール運営業務等 ６、７月 1 式

プール運営業務等 ８、９月 1 式

業　務　内　容 履行予定月 数　量 単　位 単　　　価
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令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託

※概算数量の場合は、数量及び金額を（　　）で囲む

　(2) 副管理責任者

  (3) 監視員及び受付員

８　事務連絡費

２　従事者研修費

５　ホームページの開設
　及び運営

　(4) 指導員

６　廃棄物処理

式

　(1) 塩素消毒剤

３　従事者ユニフォーム

４　損害賠償責任保険

1～8

式

式

式

単位

内　訳　書

式

式

式

式

名称
単価

　　　　（円）

金額
　　　　　（円）

摘要

　(1) 管理責任者

1

1

式

1

式

1 式

1 式

形状寸法等 数量

1

1

1

1

1

消費税及び
地方消費税相当額

１　従事者人件費

1

1

1

1

1

合計

委託代金額

７　消耗品費

1  (6) 救急医薬品

  (5) 清掃用具

  (4) 衛生消耗品

1

　(2) ろ過助剤

  (7) 事務用品

  (3) 水質検査器及び試薬

式

式

式

式

式
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令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託仕様書 

 
第１章 総則 

 
１ 目的 

本仕様書は、横浜市立子安小学校プールの開場期間中、プール利用者が安心・安全に利用でき

ることを目的として、委託業務の内容及び履行方法等の仕様を定める。 

 
２ 履行内容 
(1) 横浜市立子安小学校プールの運営（学校利用日、市民利用日）に関すること。 

(2) 市民利用日における使用料の収納事務に関すること。 
(3) 市民利用日におけるワンポイントレッスンの実施に関すること。 

 
３ 履行場所 
   横浜市立子安小学校プール（所在地：横浜市神奈川区新子安一丁目 36-1） 

【施設概要】 

・屋内運動場棟内施設 

     １階：受付、更衣室、トイレ、倉庫 

     ２階：事務室、倉庫 

     ３階（屋上）：プール、監視員室、機械室、トイレ、倉庫 

・プール規模 

25ｍプール（25ｍ×8.4ｍ）及び一部水深を浅くした低学年プール区画（10ｍ×４ｍ） 

 

４ 履行期間 

  契約締結日から令和３年９月 24 日まで 
 

５ 完了報告 

完了報告は２回（６、７月分と８、９月分）に分けて行うこととし、業務報告に関する書類を

速やかに発注者へ提出すること。 

 

６ 委託料の支払方法 
  部分払い（２回以内） 

受注者は、発注者の履行確認を終えたのち適正な請求書を提出する。発注者は、受注者からの

適正な請求書を受理した日から 30 日以内に支払うものとする。 

 
７ 費用負担 
(1) 受託者の負担 

ア 従事者の人件費 

イ 従事者の研修等に係る費用 

ウ 従事者のユニフォーム 

エ 損害賠償責任保険 

オ ホームページの開設及び運営に係る費用 
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カ 施設内で発生した廃棄物の処分 

キ 塩素消毒剤（市民利用日分のみ、発注者が指定するもの）、中和剤 

ク 残留塩素濃度及び水素イオン濃度（pH）の測定器、試薬 

ケ ろ過助剤（珪藻土） 

コ 衛生消耗品（トイレットペーパー、下足用ビニール袋、足ふきタオル等） 

サ 清掃用具（モップ、雑巾等） 

シ 救急医薬品（消毒液、絆創膏、ガーゼ、救護用毛布等） 

ス 事務用品（筆記用具、ファイル等） 

(2) 発注者の負担 

ア 光熱水費 

イ 電話代（監視員室固定電話に係るもの） 

ウ 定期的な水質検査に係る費用 

エ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ） 

オ 施設内備品（机・椅子等）、救護用備品（ベッド、担架）、熱中症対策用大型テント、更衣

室換気用サーキュレーター等 

カ 新型コロナ感染症対策消耗品（非接触体温計、手指用消毒液、施設用洗剤、施設用消毒液

等） 

キ その他物品（コースロープ、ビート板、浮き輪、空気入れ、ラッシュガード等） 

 

８ 賠償責任等 

 (1) 委託業務遂行中に、受注者の責に帰すべき事由により施設・設備等を滅失し、もしくはき損

したときは、受注者の費用と責任において原状に復すること。 

 (2) 受注者の責に帰すべき事由により発注者又は利用者に損害を与えた場合は、受注者がその損

害を賠償するため、施設賠償責任保険（対人補償の保険金額は１億円以上とし、横浜市を追加

被保険者とする）に加入すること。 

 

９ 個人情報の取り扱い 

この契約による事務を処理するための個人情報の取り扱いについては、別添「個人情報取扱特

記事項」を遵守しなければならない。 

 
10 法令等の遵守  
(1) 委託業務の実施にあたっては、次の関連法令等を遵守すること。 

ア 警備業法 

イ 神奈川県海水浴場等に関する条例、同施行規則 

ウ プールの安全標準指針（平成 19 年３月文部科学省・国土交通省） 

エ 遊泳用プールの衛生基準（平成 19 年５月 28 日厚生労働省） 

オ 横浜市立子安小学校プール使用料条例 

カ 横浜市立子安小学校プールの管理運営に関する規則 

キ 横浜市立子安小学校プールの管理運営に関する要綱 

ク 横浜市プール事故防止標準マニュアル（平成 18 年９月横浜市） 

ケ 学校保健安全法、同施行規則 

コ 学校環境衛生基準（平成 21 年３月 31 日文部科学省告示） 

サ 横浜市予算、決算及び金銭会計規則 
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シ 横浜市暴力団排除条例 

ス 障害を理由とする差別解消の推進に関する法律 

セ 労働関係法令 

ソ その他関係する法令等 

(2) 契約期間中に前項に規定する法令等に改正等があった場合は、改正等された内容を本契約の

仕様とする。 

 

11 委託業務の処理 
受注者は、委託業務について、発注者の指示を遵守し、善良な管理者の注意をもって、業務を

完遂しなければならない。 

 
12 検査及び改善 
(1) 発注者は、必要と認めたときは、受注者の委託業務の処理状況を検査し、又は、受注者に対し

必要な資料等の提出を求めることができる。 

(2) 前項の規定により必要がある場合は、発注者は受注者に改善を求めることができる。 

 
13 その他 

本仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた場合には、発注者と受注者が協議のうえ決定する

ものとする。 

 
第２章 業務体制 

 

１ 受託者の資格 

受注者は、警備業法（昭和 47 年法律第 117 号）第４条の認定を受けた警備業者であること。 

 

２ 従事者の配置 

 (1) 配置基準 

受注者は、委託業務遂行のため、管理責任者、副管理責任者各１名を選任するとともに、プ

ールの開場日には次の基準で従事者を配置すること。なお、ワンポイントレッスン実施時には、

別に指導員を配置すること。 

【学校利用日】 【市民利用日】 

管理責任者又は副管理責任者 １ポスト 

監視員（清掃及び点検含む） 

１ポスト 

監視員（巡回監視、清掃及び点

検含む）   ５ポスト 

 受付員   ２ポスト 

   

(2) 配置の際の留意点 

ア 開場日には、管理責任者又は副管理責任者を必ず配置すること。 

イ 開場時間中に従事者を交代する場合は、その配置場所で交代し、空白が生じないように行

うこと。 

   ウ 更衣室、トイレ等での緊急事態に対応するため、常時男女の従事者を配置すること。 
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３ 従事時間 

(1) 学校利用日 

   午前８時 00 分から午後２時 00 分まで 

(2) 市民利用日 

 午前８時 30 分から午後６時 30 分まで 

ただし、９月中は、午前８時 30 分から午後５時 30 分まで 

   

４ 従事者の資格 

(1) 従事者は、警備業法に定められた警備員であり、同法が規定する教育を受けた者でなければ

ならない。ただし、受付員としてのみ配置される者についてはこの限りでない。 

(2) 管理責任者及び副管理責任者は、プールの安全及び衛生に関する知識を持った者であり、公

的な機関や公益法人等の実施する安全及び衛生に関する講習会等を受講し、これらに関する資

格を取得していること。 

(3) 監視員は、一定の泳力を有する等、監視員としての業務を遂行できる者とし、公的な機関や

公益法人等の実施する救助方法及び応急手当に関する講習会等を受講し、これらに関する資格

を取得した者とすることが望ましい。 

 

５ 管理責任者及び副管理責任者の職務 

  (1) 管理責任者 

 プールにおける安全で衛生的な管理及び運営のため、次の業務を行うこと。 

ア 監視員、受付員及びその他関係者の業務の総括及び適切な指導を行うとともに、これらの

者の健康状態を確認し、発熱がある等、勤務させるべきではない場合は、速やかに交替要員

の手配を行うこと。また、日頃からマスクの着用や手指消毒を適切に行う等新型コロナウイ

ルス感染症予防に努めるよう指導を行うこと。 

イ ろ過機、滅菌器の操作調整等により、水質管理を行うこと。 

ウ 施設内の疾病予防、事故防止及び事故が発生した際の救護等について、適切な措置を講ず

ること。 

エ  管理日誌を作成し、気温、水温、水質検査の結果、設備の点検及び整備の状況、利用者数、

事故の状況等を記録すること。 

(2) 副管理責任者 

   管理責任者を補佐するとともに、管理責任者が不在の場合には、管理責任者の職務を代行す

る。 

 

第３章 委託業務 

 
１ プールの開場期間 

   令和３年６月８日から令和３年９月 14 日まで 

※学校利用（49 日間予定）、市民利用（47 日間予定）の日程は別途連絡する。 

 

２  プールの開場時間 

(1) 学校利用日 

   原則、午前８時 50 分から午後０時 15 分まで 

   ※授業の実施状況等により変更あり 
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(2) 市民利用日 

 午前９時から午後６時まで（受付は午後５時 30 分まで） 

   ただし、９月中は、午前９時から午後５時まで（受付は午後４時 30 分まで）とする。 

 

３ 開場期間前の業務 

 (1) 管理総括業務 

ア 必要な人員を確保し、配置計画を立てること。 

イ 従事者に対し安全管理に関する講習、緊急事態の発生を想定した実地訓練、接遇研修など

を実施すること。自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の取扱いに関する研修を行うこと。 

ウ 業務内容や緊急時の対応等を定めた安全管理マニュアルを作成し、従事者に周知徹底を図

ること。 

エ  地震、風水害その他の災害が発生、又は発生することが予想される場合の対応について、

発注者と協議の上、発注者が作成した防災計画に基づき防災体制を整備すること。 

オ ホームページを開設し、市民利用日に関する情報を発信すること。又、問合せに対応する

こと。 

 (2) プールの開場準備 

ア 開場に必要な準備（消耗品や薬剤等物品の購入、案内表示等の掲示等）を行うこと。 

イ プールサイド、更衣室、トイレ等の点検・清掃を行うこと。清掃の際は不特定多数の者が

触れる箇所について、新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的に洗剤による洗浄や消毒作

業を行うこと。 

ウ  プールの水を抜き、漕内の清掃を行うとともに、点検チェックシートを用いて施設の点検

を確実に行うこと。特に排（環）水口については、蓋等が正常な位置に堅固に固定されてい

ること、それらを固定しているネジ・ボルト等に腐食、変形、欠落、ゆるみ等がないこと、

配管の取り付け口に吸い込み防止金具等が取り付けられていること等を確認し、異常が発見

された場合にはただちに発注者に報告すること。 

エ 可能な範囲で熱中症対策用品の設置や準備を行うこと。 

 

 

４ 開場期間中の業務 

(1) 学校利用日、市民利用日共通の業務 

ア 清掃及び点検 

(ｱ) 施設内の安全・清潔を常に保つよう清掃を行うとともに、不特定多数の者が触れる箇所

について、新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的に適宜洗剤による洗浄や消毒作業を

行うこと。更衣室については、適宜ドアを開放する等換気を行うこと。 

(ｲ) プール漕内は、開場時間までに水面と水中の浮遊物等（落ち葉、虫、砂）を水中ロボッ

ト、虫取り網、オーバーフロー等で除去し、プール底部についても異物がないか潜って確

認すること。休憩時間（学校利用日については休み時間）ごとにも適宜行うこと。 

(ｳ) プールサイドは開場時間までに掃き掃除を行い小石等を除去すること。又滑りやすい場

所がないか適宜確認すること。気温上昇時には水打ちを行うなどしてやけどや気温上昇を

防ぐこと。足洗い場、流し場（水飲み、眼洗い）も適宜掃除するとともに、不特定多数の

者が触れる箇所について、新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的に適宜洗剤による洗

浄や消毒作業を行うこと。 

(ｴ) 階段、廊下、ＥＶは適宜拭き掃除を行うとともに、不特定多数の者が触れる箇所につい
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て、新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的に適宜消毒作業を行うこと。 

(ｵ)トイレは適宜水洗い、拭き掃除を行うとともに、不特定多数の者が触れる箇所について、

新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的に適宜洗剤による洗浄や消毒作業を行い、毎日

閉場後に便器と手洗い場の清掃を行うこと。 

(ｶ) 排（環）水口については、開場前、閉場後及び休憩時間（学校利用日については休み時

間ごと）に、目視、触診及び打診により点検を行うこと。 

(ｷ) 閉場時には以下の項目を確認すること。 

a  施設内を巡回し利用者全員の退場を確認 

b  照明・電気器具類の消灯を確認 

c  火気の点検 

d  空調機器類の停止を確認 

e  各閉口部の施錠を確認 

f 熱中症対策用テントが折りたたみ、横にした状態になっていることを確認。 

イ ろ過機の維持管理 

(ｱ) プール開場期間中の日常点検、逆洗・洗浄等の維持管理（修繕は除く。）は受注者の責任

で行うこと。 

(ｲ) 水質維持のため、必要に応じてろ過膜洗浄及びプレコートを行うこと。 

ウ 水の使用 

(ｱ) ろ過機の故障等により水質の改善が困難な場合のみプール水の入れ替えを行うこととし、

原則として水を循環しながら使用すること。水の入れ替えを要する場合には速やかに発注

者に連絡すること。 

(ｲ) 水の補給にあたっては、水資源の有効活用にも留意して行うこと。 

(ｳ) 開場時間前と閉場後に量水器メーターにて使用水量を確認し、異変が生じた場合には速

やかに発注者へ報告すること。 

エ 廃棄物の処理 

(ｱ) 施設内で発生したゴミは分別収集し、適切に処分すること。 

(ｲ) 産業廃棄物に指定されているゴミが発生した場合には、許可を受けた産業廃棄物処理業

者に委託するなど適正に処理すること。 

オ 物品の管理 

(ｱ) 発注者及び学校の所有する備品、消耗品を適切に管理すること。又利用者に貸し出しを

行うこと。返却された備品、消耗品について、新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的

に適宜洗剤による洗浄や消毒作業を行うこと。 

(ｲ) 熱中症対策用テントの設置及びミストホースの設置・運転をすること。但し、テントに

ついては強風により危険と判断される場合等は適宜撤収すること。また、閉場時には折り

畳み、横に倒しておくこと。 

(ｳ) 物品の整理整頓、日常点検を行い、不足がないようにすること。 

カ 問合せ対応 

市民利用に関する問合せに対応すること。 

 

(2) 学校利用日に係る業務 

ア 水質管理 

(ｱ) ろ過機の運転調整を行うこと。 

(ｲ) 水素イオン濃度（pH）は授業開始前に１回、遊離残留塩素濃度、透明度、水温及び気温
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の測定は授業開始前及び１時間ごとに行い、管理日誌（学校利用日用）に記録すること。

不適値の場合は速やかにかつ適切に措置すること。なお、遊離残留塩素濃度の測定は、25

ｍプール内３か所（対角線上におけるほぼ等間隔の位置）及び低学年用プール１か所（中

央）で取水すること。水温の測定も 25ｍプール及び低学年用プールで行うこと。 

(ｳ) 水位を学年により調整すること。低学年及び中学年は授業開始前に水位を下げ、高学年

は授業開始前に水位を上げておくこと。児童の入水中はプール槽への注排水は行わないこ

と。 

イ 監視及び救護補助 

(ｱ) 児童が快適、安全に水泳学習が行えるように、シャワー、プールサイド、水面の監視補

助を行うこと。 

(ｲ) 施設内で傷病者が発生した場合は、傷病者の救護活動の補助にあたること。 

ウ 学校との連絡調整 

 

(3) 市民利用日に係る業務 

ア プールの開場・閉場 

(ｱ) プールの開場時間前に、施設内を点検し、安全が確保できているか必ず確認すること。 

(ｲ) 水温、遊離残留塩素濃度、水素イオン濃度（pH）等について確認し、遊泳に適している

ことを確認の上開場すること。 

(ｳ) 段差スロープ、背泳用標識フラッグを発注者が指定する場所に設置すること。 

(ｴ) 異常があった場合は迅速かつ的確に対応し、必要に応じて発注者に報告すること。この

場合、利用者の安全が確保できるまで開場しないこと。 

(ｵ) 次の場合には、プールの休場、途中閉場又は中断をすること。 

a  天候が不順である場合。 

b  プールの水温が 22℃未満、水温と気温の合計が 48℃未満の場合又は気温が水温よりも

低い場合。 

c  光化学スモッグ警報が発令された場合。 

d  その他、管理上開場することが不適当と認められる場合。 

(ｶ) 上記の決定をした場合には、ホームページへの掲載及び施設入り口など来場者がわかり

やすい場所にその旨を明記した掲示を行うこと。又、発注者へ連絡すること。 

イ 受付業務 

(ｱ) 施設入り口において、プール利用者の受付、案内を行うこと。受付は、新型コロナウイル

スう感染症拡大防止を目的に、アクリル板や透明ビニールカーテンにより職員と利用者と

の間を遮断すること。受付の際には、他の利用者と可能な限り間隔を空けるよう指導する

こと（目安１ｍ）。利用者が発熱をしていないかを確認し、発熱している場合や、咳や呼

吸の様子に異常がある場合は入場させないこと。また、利用者に対し、マスクの着用、手

指消毒を行うように促し、施設内は水分補給以外の飲食不可であることを伝えること。 

(ｲ) 利用者に感染者が発見された場合に備え、利用者氏名、利用日時、電話番号を記録するこ

と。 

作成した名簿については、個人情報保護の観点から適切に取り扱うこと。 

(ｳ) 利用者から使用料を収納し、プール使用券を渡すこと。その際に、利用終了時刻を伝え、

プール使用券には発行時間及び終了時間を記入してから渡すこと。 

(ｴ) 利用者数を常に把握し、予め発注者から指示のあった人数を超えないように管理するこ

と。その際、更衣室内の人数が密集・密接の状態にならないように配慮しつつ管理する
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こと。施設内に入場できない人数の利用者が来場した場合は、整理券を配布するなどの

対策を行い、混乱を来さないようにすること。 

(ｵ) 自転車で来場した利用者に対し、指定の場所に駐輪するよう案内するとともに整理整頓

すること。 

ウ 水質管理 

(ｱ) ろ過機の運転調整を行うこと。 

(ｲ) 遊離残留塩素濃度、水温、気温の測定は休憩時間ごとに行い、管理日誌（市民利用日用）

に記録すること。不適値の場合は速やかにかつ適切に措置すること。なお、遊離残留塩素

濃度の測定は、25ｍプール内３か所（対角線上におけるほぼ等間隔の位置）及び低学年用

プール１か所（中央）で取水すること。水温の測定も 25ｍプール及び低学年用プールで行

うこと。 

(ｳ) プール水は適宜給水し、水位を維持すること。 

エ 監視及び救護 

(ｱ) 利用者が快適、安全に遊泳できるように水面監視を行うこと。 

(ｲ) 25ｍプールに常時２名、低学年用プール区画に常時１名及び 25ｍプールと低学年用プー

ル区画の接続部分に常時１名の監視員を配置し、監視を行うこと。 

(ｳ) 施設内での事故や盗難を防止するため、定期的に更衣室、トイレ、階段、ＥＶ等施設内

の巡回監視を行うこと。 

(ｴ) 施設内で傷病者が発生した場合は、傷病者を救助し、安全な場所へ確保し適切な応急手

当を行うこと。必要に応じて救急車を要請し、病院に搬送する等の処置を取ること。 

オ 利用者指導 

(ｱ) 施設内での事故防止及び迷惑行為防止のため、利用者に対し、注意すべき事項や禁止事

項を周知するとともに、違反者に対し適切な指導を行うこと。 

(ｲ) 入場者数が予め発注者から指示のあった人数を超える場合には、施設内の安全や衛生が

損なわれる恐れがあるため、利用者に対し利用の制限について説明すること。 

カ 事故、災害対策 

(ｱ) 事故の防止 

a  事故防止のため、毎時 50 分から 10 分間を休憩時間とし、休憩時間中は利用者全員を

プールサイドにあがらせること。その際は会話を控え、利用者同士が密着しないように

指導すること。熱中症予防の観点から利用者に日影への移動の指導を行うこと。 

b  水面監視、施設内の巡回監視、排（環）水口等の危険箇所の確認や利用者の健康管理、

水質管理を徹底すること。 

c  適切な利用者指導を行うこと。 

(ｲ) 事故発生時の対応 

a  傷病者が発生した場合には、ただちに救助にあたり、応急措置、救急要請等を適切に

行うこと。 

b 事故の状況を把握し、関係機関への速やかな報告と初期対応を行う。 

c  事故については、直ちに発注者に報告すること。又、事故発生の原因、程度等につい

て「事故報告書」に詳しく記入し速やかに発注者に提出すること。 

(ｳ) 発災時の対応 

従事者が協力して利用者全員の安全を図り、発注者が作成した防災計画に基づき避難誘

導すること。 

(ｴ) その他 
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a  天候等の情報収集を行い、必要に応じプール利用者に伝達すること。 

b  高温注意情報が発表された時及びプールサイドにおいて暑さ指数（ＷＢＧＴ）が 31℃

を超えた時は、プール利用者に熱中症等への注意喚起を行うこと。 

c  雷注意報が発表された時は、プール利用者に落雷や雹への注意喚起を行うほか、状況

に応じて屋内への退去等の安全確保を行うこと。 

d  光化学スモック注意報が発表された時は、プール利用者に注意喚起すること。 

e  光化学スモック警報が発令された時は、プール利用者に警告し、臨時閉場とすること。 

キ 遺失物の取扱い 

(ｱ) 遺失物を発見した場合には、発見日時、場所等を拾得物管理台帳に記録し、保管するこ

と。現金・貴金属等の貴重品類については、金庫保管をすること。 

 (ｲ) 遺失者が現れた場合は、本人確認のうえ返還すること。 

(ｳ) 遺失者が現れない場合、現金・貴金属等の貴重品類については発見後２日以内に、その

他の遺失物については、開場期間終了後速やかに発注者へ引き渡すこと。 

ク 苦情対応 

利用者から苦情が寄せられた場合は、適切かつ迅速に処理すること。対応を検討すべきも

のであった場合には、発注者に連絡し指示を受けること。又、「苦情対応報告書」に記入し速

やか発注者に提出すること。 

ケ アンケートの実施 

市民利用日に、受付にアンケート用紙を備え置き、利用者にアンケートへの協力を呼びか

けること。 

コ 使用料の収納事務 

(ｱ) 使用料について 

a  使用料 

１時間までにつき大人 100 円、子供 60 円 

b  使用料の減免 

(a) 未就学児、小学生が土曜日に利用する場合は無料とする。 

(b) 障害のある方、介護を要する 65 歳以上の方とその介助者が利用する場合は使用料の

半額とする。この場合には、身体障害者手帳、療育手帳等の提示を求め、確認すること。 

(c) 団体（20 人以上）で利用する場合、使用料の半額又は無料とする場合がある。 

※使用料については、別途指示する。 

(ｲ) 事務の取扱い 

a  受託者は、使用料の収納にあたっては、善良な管理者としての注意をもって金銭を管

理するとともに、正確な事務処理を行わなければならない。 

b 受託者は、発注者から交付を受けた収納事務の受託者である旨の証書を、利用者の見

やすい場所に掲示すること。 

c 使用料の収納時におけるつり銭は受注者が準備するものとし、つり銭不足等を生じな

いよう十分注意すること。 

d 利用者から収納した使用料は、収納状況を常に確認できるように集計しておくこと。 

e 使用料は、指定金融機関又は収納代理金融機関に翌営業日までに払い込むこと。払い

込む際には、発注者から交付を受けた納付書に納付金額を記載して使用すること。又払

込みの都度、払込計算書（日計表）を作成しておくこと。 

f 払込み前の現金の保管については、万全の管理体制を構築し厳重に管理すること。 

g 利用者が希望する場合には、受注者の名義で領収書を発行すること。領収書様式は発
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注者が作成し受注者に交付する。 

  サ ワンポイントレッスンの実施 

    利用者がプールをより身近に感じてもらえるよう、泳法指導などのワンポイントレッスン

を実施すること。詳細については、発注者と受注者が協議のうえ決定する。 
   (ｱ) 対象者 

     小学生以上の初心、初級者 各回 10 名程度 

   (ｲ) 実施内容 

     水慣れ、泳法等のアドバイス 

   (ｳ) 回数及び時間 

     全５回 各回 40 分程度 

   (ｴ) 配置指導員 

      各回２名 

 

５ 開場期間終了後の業務 

 (1) 案内表示等掲示物をはがし、発注者が指定する場所に保管すること。 

  (2) ホームページを閉鎖すること。 

(3) プール施設の清掃及び点検を行い、開場期間前の状態に戻すこと。 

 

６  提出書類一覧 

 (1) 業務計画に関する次の書類をプール開場期間前に発注者に提出すること。 

ア 従事者名簿（従事者の氏名、講習会等受講歴及び保有資格を記載したもの。）及び配置計画 

イ 安全管理マニュアル 

ウ 加入する保険証書の写し 

エ その他発注者が定めるもの 

 (2) 完了報告の際には、業務報告に関する次の書類を発注者に提出すること。報告書類はすべて

発注者が交付した様式を使用すること。 

ア 市民利用日における利用者集計表 

イ 管理日誌（学校利用日用）の写し 

ウ 管理日誌（市民利用日用） 

エ 使用料の払込計算書（日計表） 

オ 回収したアンケート用紙 

カ 拾得物管理台帳 

キ 研修、訓練等実施報告書 

ク 個人情報保護に関する誓約書及び研修実施報告書 

※カ～クについては２回目の完了報告時にまとめて提出すること。  
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個人情報取扱特記事項 

 

（平成27年10月） 

 

 （個人情報を取り扱う際の基本的事項） 

第１条 横浜市（以下「委託者」という。）がこの契約において個人情報（特定個人情報を含む。

以下同じ。）を取り扱わせる者（以下「受託者」という。）は、個人情報の保護の重要性を認

識し、この契約による事務を処理するための個人情報の取扱いにあたっては、横浜市個人情

報の保護に関する条例その他個人情報の保護に関する法令等（特定個人情報を取り扱わせる

者にあっては、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律及

び横浜市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に

関する条例を含む。以下同じ。）を遵守し、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人

情報を適正に取り扱わなければならない。 

 （適正な管理） 

第２条 受託者は、この契約による事務に係る個人情報の漏えい、滅失、き損及び改ざんの防

止その他の個人情報の適正な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

２ 受託者は個人情報の取扱いに関する規定類を整備するとともに、管理責任者を特定し、委

託者に通知しなければならない。 

３ 受託者は、第１項の目的を達成するため、個人情報を取り扱う場所及び個人情報を保管す

る場所（以下「作業場所」という。）において、入退室の規制、防災防犯対策その他の安全対

策を講じなければならない。 

４ 受託者は、委託業務に着手する前に前２項に定める安全対策及び管理責任体制について委

託者に報告しなければならない。 

５ 受託者は、第２項及び第３項に定める受託者の安全対策及び管理責任体制に関し、委託者

が理由を示して異議を申し出た場合には、これらの措置を変更しなければならない。なお、

措置の変更に伴い経費が必要となった場合は、その費用負担について委託者と受託者とが協

議して決定する。 

 （従事者の監督） 

第３条 受託者は、この契約による事務の処理に従事している者に対し、この契約による事務

に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用しないよう必要

かつ適切な監督を行わなければならない。この契約が終了し、又は解除された後においても

同様とする。 

 （収集の制限） 

第４条 受託者は、この契約による事務を処理するために個人情報を収集するときは、当該事

務を処理するために必要な範囲内で、適正かつ公正な手段により収集しなければならない。 

 （目的外利用の禁止等） 

第５条 受託者は、委託者の指示又は承諾があるときを除き、この契約による事務に係る個人

情報を当該事務を処理する目的以外に利用してはならない。 

 （複写、複製の禁止） 

第６条 受託者は、あらかじめ委託者の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による事

務を処理するにあたって委託者から提供された個人情報が記録された、文書、図画、写真、

フィルム及び電磁的記録（以下「資料等」という。）を複写し、又は複製してはならない。た

だし、事務を効率的に処理するため、受託者の管理下において使用する場合はこの限りでは

ない。 

（作業場所の外への持出禁止） 

第７条 受託者は、あらかじめ委託者の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による事

務を処理するために委託者から貸与され、又は受託者が収集し、複製し、若しくは作成した

個人情報が記録された資料等（複写及び複製したものを含む。）について、作業場所の外へ持
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ち出してはならない。 

（再委託の禁止等） 

第８条 受託者は、この契約による事務を処理するための個人情報を自ら取り扱うものとし、

第三者に取り扱わせてはならない。ただし、あらかじめ、委託者の書面による承諾を得た場

合はこの限りではない。 

２ 受託者は、前項ただし書きの規定により個人情報を取り扱う事務を第三者（以下「再受託

者」という。）に取り扱わせる場合には、再受託者の当該事務に関する行為について、委託者

に対しすべての責任を負うものとする。 

３ 受託者は、個人情報を取り扱う事務を再受託者に委託し、又は請け負わせる場合には、受

託者及び再受託者がこの規定を遵守するために必要な事項並びに委託者が指示する事項につ

いて、再受託者と約定しなければならない。 

４ 受託者は、前項の約定において、委託者の提供した個人情報並びに受託者及び再受託者が

この契約による事務のために収集した個人情報を更に委託するなど第三者に取り扱わせるこ

とを例外なく禁止しなければならない。 

 （資料等の返還） 

第９条 受託者は、この契約による事務を処理するために委託者から貸与され、又は受託者が

収集し、複製し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を、この契約が終了し、又

は解除された後直ちに委託者に返還し、又は引き渡すものとする。ただし、委託者が別に指

示したときは、当該方法によるものとする。 

 （報告及び検査） 

第10条 委託者は、委託契約期間中個人情報を保護するために必要な限度において、受託者に

対し、個人情報の管理状況及び委託業務の履行状況について、報告を求めることができる。 

２ 委託者は、委託契約期間中個人情報を保護するために必要な限度において、情報の管理の

状況及び委託業務の履行状況について、作業場所において検査することができる。 

３ 前２項の場合において、報告、資料の提出又は検査に直接必要な費用は、受託者の負担と

する。ただし、委託者の故意又は過失により、過分の費用を要した分については、委託者が

これを負担しなければならない。 

 （事故発生時等における報告） 

第11条 受託者は、個人情報の漏えい、滅失、き損及び改ざん等の事故が生じ、又は生ずるお

それがあることを知ったときは、速やかに委託者に報告し、委託者の指示に従うものとする。

この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。 

 （研修の実施及び誓約書の提出） 

第12条 受託者は、従事者に対し、個人情報を取り扱う場合に従事者が遵守すべき事項並びに

従事者が負うべき横浜市個人情報の保護に関する条例その他個人情報の保護に関する法令等

に基づく罰則の内容及び民事上の責任についての研修を実施し、個人情報保護に関する誓約

書（様式１）及び研修実施報告書（様式２）を横浜市長に提出しなければならない。 

２ 受託者は、個人情報を取り扱う事務を再受託者に委託し、又は請け負わせる場合には、再

受託者に対し、前項に定める研修を実施させ、個人情報保護に関する誓約書（様式１）及び

研修実施報告書（様式２）を受託者に提出させなければならない。 

３ 前項の場合において、受託者は、再受託者から提出された個人情報保護に関する誓約書（様

式１）及び研修実施報告書（様式２）を横浜市長に提出しなければならない。 

 （契約の解除及び損害の賠償） 

第13条 委託者は、次のいずれかに該当するときは、この契約の解除及び損害賠償の請求をす

ることができる。 

 (1) この契約による事務を処理するために受託者又は再受託者が取り扱う個人情報について、

受託者又は再受託者の責に帰すべき理由による漏えいがあったとき。 

 (2) 前号に掲げる場合のほか、この特記事項に違反し、この契約による事務の目的を達成す

ることができないと認められるとき。 
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（様式１） 

個人情報保護に関する誓約書 

（提出先） 

横浜市長  

 

 横浜市の個人情報を取り扱う事務に従事するにあたり、個人情報を取り扱う場合に遵守すべ

き事項並びに横浜市個人情報の保護に関する条例その他個人情報の保護に関する法令等に基づ

く罰則の内容及び民事上の責任についての研修を受講しました。 

 横浜市個人情報の保護に関する条例その他個人情報の保護に関する法令等及び個人情報取扱

特記事項を遵守し、個人情報を適切に取り扱うことを誓約いたします。 

 

研修受講日 所    属 担 当 業 務 
氏    名 

（自署又は記名押印） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

（Ａ４）  
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（様式２）  

（Ａ４） 

 

 年 月 日 

（提出先） 

横浜市長  

（提出者） 

団体名  

責任者職氏名  

 

研修実施報告書 

 

横浜市個人情報の保護に関する条例第17条第1項の規定に

従い、横浜市の個人情報を取り扱う事務に従事する者に対

し、個人情報を取り扱う場合に遵守すべき事項並びに横浜市

個人情報の保護に関する条例その他個人情報の保護に関す

る法令等に基づく罰則の内容及び民事上の責任についての

研修を実施しましたので、別紙個人情報保護に関する誓約書

（様式１）（全  枚）のとおり提出いたします。 

引き続き個人情報の漏えい等の防止に取り組んでいきま

す。 
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質  問  書 

 
令 和  年  月  日 

 
横浜市契約事務受任者 

 
住 所  

商号又は名称  

担 当 部 署  

担 当 者 氏 名  

電 話 番 号  

 

契約番号  

契約件名     令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託 
 
上記件名にかかる仕様（設計）書の内容等について、次のとおり質問します。 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 
  

（注意）仕様（設計）書の内容等について質問がある場合は、「調達公告」又は「発注情報詳細」

に記載された、質問締切日時までにこの用紙に質問内容を記載し、発注担当課へ電子メールで送信

すること（特定調達に係る案件を除く）。 
 なお、送信した場合は送信した旨を発注担当課へ必ず電話で連絡すること。 
 

20



第３号様式（第28条） 

令和  年  月  日 

 

公募型指名競争入札参加意向申出書 
 

横浜市契約事務受任者 

 

業者コード 

所在地  

商号又は名称 

代表者職氏名 印 

 

 

 
次の指名競争入札に参加を申し込みます。 

 公表日  令和３年３月１日  

種目名  その他の委託等   

 
 

 契約番号 件 名 

１  
     ― 

令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託 

２   

３   

４   

５   

６   

７   

８   

９   

10   

 
（注意）種目別に提出してください。 

 

※ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通 事業管理者の

権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 
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第６号様式（第17条、第22条第３項、第28条第２項） 

年  月  日 

委 託 業 務 経 歴 書 

 

横浜市契約事務受任者 

 

 業者コード 

所在地 

商号又は名称 

代表者職氏名               印 

 

 

契約番号    ―         件名  令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託          

 ※一般競争入札の場合は、契約番号又は公告番号を記入してください。 

 

上記案件について、次のとおり委託業務経歴があります。 
 

注 文 者 受 注 区 分 件 名 業 務 内 容 
契 約 金 額 

（千円） 

履  行 

期  間 

 
□ 元請 

□ 下請 
   

から 

まで 

 
□ 元請 

□ 下請 
   

から 

まで 

 
□ 元請 

□ 下請 
   

から 

まで 

※ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、 

 交通事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

（注意）１ 案件ごとに提出してください。 

２ 設計図書に基づく業務又はこれと同種の業務について、完了したものを記載してください。 

   なお、注文者は、官公庁・民間を問いません。 

３ 下請業務等については注文者は元請者を記載し、その下に発注者を（  ）で記載してください。その場合、件名及び業務内容は、

下請業務について記載してください。 
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誓  約  書 

 
             
 
   
               は、令和３年度横浜市立子安小学校プール運

営業務等委託の入札に当たり、次の入札参加資格を満たすことを誓約いたし

ます。 

 
≪入札参加資格≫ 
過去３か年でプールの監視業務において、受託者の責に帰すべき事由により、

重篤な人身事故を起こしていない者であること。 

 
  
 
 
 令和  年  月  日 

 
 
 横浜市契約事務受任者 

 
 

所在地 

商号又は名称 

代表者職氏名            印 
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入札（見積）書

令和  年  月  日 

横浜市契約事務受任者 

住 所 

 商号又は名称     

代表者職氏名  ㊞ 

次の金額で請負いたしたく、関係書類を熟覧のうえ、横浜市契約規則を

遵守し入札（見積）いたします。

金  額 

億 千 百 十 万 千 百 十 円  

件 名 令和３年度横浜市立子安小学校プール運営業務等委託 

１ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業 管理者」と、交

通事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。  

２ 「契約規則」は、市長又はその委任を受けた者の権限に属する契約にあっては横浜市契約規則(昭和 39 年３月横

浜市規則第 59 号）、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては横浜市水道局契約 規程（平成 20 年３月水道

局規程第７号）第２条の規定により読み替えて準用する横浜市契約規則、 交通事業管理者の権限に属する契約に

あっては横浜市交通局契約規程（平成20年３月交通局規程第11 号）第２条の規定により読み替えて準用する横浜

市契約規則をいう。 
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